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令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 62 学 校 名 静岡県立遠江総合高等学校 校 長 名 門間 秀雄 

 

 

 
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

ア 

基本的生活習

慣の確立と規

範意識の向上

を軸に、心身

ともに健康・

健全で自他の

生命（いのち）

を尊ぶ心を育

てる教育を推

進する。 

・爽やかな挨拶を意識で

きた生徒 70％以上 

 

・身だしなみを意識して

生活できた生徒90％以

上 

・挨拶については、どの学

年も達成率90%を超えた 

 

・身だしなみについても、

達成率90%を超えた 

 

Ａ 

・学校全体が落ち着いた雰

囲気になってきており、こ

のような結果に繋がった。

身だしなみについては、全

体として良好であるが、同

じ生徒が指導を受ける場

面がみられ、継続して改善

を促していきたい。 

・欠席、遅刻、早退者数

の減少 

(昨年 １日平均：欠席

18.4人、遅刻5.8人、

早退2.9人) 

・クラス数１減ではあるが、

いずれも減少傾向にある 

（１日平均： 

欠席16.4人 

遅刻 5.2人 

早退 2.1人 ) 

Ａ 

・インフルエンザ蔓延に伴

う休校や年次閉鎖が、今年

度 11 月、１月に相次いだ。  

今一度感染対策を徹底

していく必要がある。 

・法や学校のきまりを守

ることができた生徒

90％以上 

 

・どの学年も達成率が90%

を超えた Ａ 

・現在の良好な状態を維

持できるよう指導を継続

していきたい。 

・生徒手帳の効果的利用

ができた生徒 80％以上 

・生徒手帳の効果的利用に

ついては達成率が 57%と低

い状況であった 

 

Ｂ 

・校内での活動時には、生

徒手帳を活用する習慣を

身につけさせる。 

（必要に応じてスマート

フォンとの併用） 

・「自分には、よいとこ

ろがある(自分を大切に

しようと思っている)」

と答える生徒 90％以上 

・すべての年次において 95%

以上となり目標を達成 

 

Ａ 

・生徒一人ひとりがそのま

まの自分を認め、他者と比

較せず自己価値を実感で

きるよう、授業・ＨＲ・部

活動等を通じて全教職員

が今後も引き続き支援し

ていく。 

・相談できる友人や先生

がいる生徒 90％以上 

 

 

 

 

・生徒相談件数 昨年比

減(昨年 延べ 107 件) 

・92%と非常に高い値となっ

た 

１年：90％ 

 ２年：93％ 

 ３年：92％ 

 

・生徒相談件数は延べ 68 件 

Ａ 

・成果目標はほぼ達成でき

た。一方で相談件数は減っ

ているが、相談することに

抵抗感があったり特性上

の困難を抱えていたりす

る生徒の存在が考えられ

る。こうした生徒に教職員

が積極的に働きかける体

制をさらに充実させ、安心

して相談できる環境づく

りを継続していく。 
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イ 

系列・年次・

教科を超えた

協力体制のも

と、遠高１６

の力の育成を

めざしたキャ

リア教育の定

着と改善を図

り、多様な進

路実現を目指

す。 

・生徒アンケート(研修

課)で「キャリア教育を

推進している」が昨年比

増(昨年 86.3％) 

・様々な授業で、「キャリア

教育(一人ひとりの「自立」

を目指す教育)を推進して

いる」と実感した生徒は 92% 

 

Ａ 

・教育活動全体を通しキャ

リア教育が推進できてい

る。今後も生徒の自立を支

える教育活動に充実を図

っていく。 

・キャリア教育に関する

アンケートで、『聴く

力』」と『計画的に取り

組む力』に関して「でき

ない」と回答する生徒

０％、 

 

 

 

 

・『自ら行動する力』と

『学びに向かう力』に関

して「できる」と回答す

る生徒 75％以上 

・推進室実施のキャリア教

育アンケート 

『聴く力』については 

（できないの回答率） 

３年 0.65％ ２年 0％ 

１年 0％ 

『計画的に取り組む力』 

（できないの回答率） 

３年 2.4％ ２年 0％ 

１年 0％ 

『自ら行動する力』 

（肯定的な回答率） 

３年 88.5％ ２年 93.0％ 

１年 91.0％ 

『学びに向かう力』 

（肯定的な回答率） 

全学年とも 85％を超える数

値であった（７、12 月） 

Ａ 

・引き続き日々の教育活

動の中で、生徒の様々な

力をさらに伸ばしていき

たい。 

 左記４つの力につい

て、概ね良好な結果が得

られ、キャリア教育の成

果が表れている。 

・２年次への円滑な移行

とキャリア学習の接続

をサポートする。 

 

 

・「卒業後の進路を見据

えて系列・選択科目を選

ぶことができた」と答え

る生徒 80％以上 

・「卒業後の進路を見据えて

系列・選択科目を選ぶこと

ができた」と回答した生徒

91％ 

 

・「自分の将来について考え

ることができた」と回答し

た生徒 96％ 

Ａ 

・進路意識の高い生徒が多

いが、より具体的な進路を

見据えて精選できるよう、

進路に対する意識の醸成

を図りたい。 

・系列を選択した生徒に

が、将来的をイメージでき

るよう、関連進学先・就職

先への理解を深める学習

等に反映させる工夫が必

要である。 

・１、２年次においては

職業観の視野を広げる学

習として「産業社会と人

間」「遠高プロジェクト」

をより充実させ、キャリ

ア教育との接続を強化し

ていく。 

・進路決定率 100％ 

（３年次） 

 

 

・希望進路決定率 

 ２年次 80％ 

１年次 60％以上 

・３年次生の就職内定は、

年内に 100%を達成 

 

 

・希望進路決定率 

２年次生 96％、 

１年次生 88％(７月) 

Ａ 

・各年次との綿密な連携に

より、円滑に進路選択がで

きる体制が整い、進路指導

が効果的に機能した。 

・１、２年次生の希望進路

については、今後変更が考

えられるものの、自身の将

来と真摯に向き合う姿勢

が見られる。 
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ウ 

 

 

 

 

 

 

学習習慣の定

着を柱にした

基礎学力の向

上ならびに、

全ての教科科

目でわかりや

すく、主体的

な学びをめざ

す授業改善と

評価の改善に

取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家庭学習時間１日平均

60 分、定期テスト１週間

前から 90 分をめざす。 

・「課題内容は自分の学

力にとって適当なもの

である」と答える生徒

70％以上 

・「家庭学習時間１日平均 60

分、定期テスト１週間前か

ら90分」と回答した生徒26% 

・「課題内容は自分の学力に

とって適当なものである」

と回答生徒 91％（全体） 

 

≪国語≫ 

約 80％を超える生徒が満足

と回答 

≪地歴公民≫ 

テスト範囲の提示を早め、

家庭学習に繋げることがで

き、90％超が満足と回答 

≪数学≫ 

80％超が満足と回答 

≪理科≫ 

授業内容について平均 97%

が満足・ほぼ満足と回答 

≪保健体育≫ 

90％以上が授業について満

足と回答 

≪芸術≫ 

授業について 95％超が満足

と回答 

≪英語≫ 

70％以上が授業について満

足と回答 

≪家庭≫ 

１年次では日々の生活の中

から課題を見つけるホーム

プロジェクトを実施し、生

徒各自が課題を見つけ生活

改善に結びつけた 

≪農業≫ 

80％以上が授業について満

足と回答 

≪工業≫ 

80％以上が授業に満足と回

答 

≪商業≫ 

80％以上が授業について満

足と回答 

≪福祉養護≫ 

80％以上が授業について満

足と回答 

 

 

 

 

Ｂ 

・３年次生を対象に一般常

識テストを年５回実施し

基礎学力の涵養を図った。 

・全学年でスタディサプリ

の活用を開始したが、課題

として取り組ませている

ものは少なく、今後課題内

容についての生徒の受け

止め方を注視し、活用を図

っていきたい。 

・例年よりテストへの学習

姿勢が向上した。さらに基

礎学力の定着を促すため

の取り組みについて工夫

が必要である。 

・早い段階でのテストを意

識した学習習慣を育成し

ていきたい。 

・生徒一人ひとりに合わせ

た課題設定や活動量の調

整を工夫していきたい。 

補助プリントの作成など

生徒の理解を深める支援

を継続していく。 

・テスト前には C ラーニン

グを活用し、練習問題をド

リル形式で提供すること

で、学習を促した。 

・資格取得への意欲向上を

図り、将来につながる学び

となるよう工夫した。 
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・「以前よりも本に親し

むことができた」と答え

る生徒 60％以上 

 

・効果的な新聞活用指導

の継続 

 

 

 

 

 

 

・図書室の利用者数増 

・前年に比べ図書室利用者

数および貸出数が増加。固

定利用者も増加したことか

ら一定の成果があった 

・新聞活用指導は、校内に

３紙の新聞を読めるスペー

スを設け毎朝配架した 

 

 

 

 

 

・生徒が興味を持ちそうな

話題の本や名作漫画を購入

し図書室に配置したこと

で、以前より多くの生徒が

図書室を利用するようにな

った 

 

Ｂ 

 

・朝読書により本を読むき

っかけができている。 

 

 

・スマホ普及に伴う新聞離

れが課題としてあり、活字

離れにならないように、朝

読書や新聞記事などを読

む活動を授業でも取り入

れるなど、活字に親しむ機

会を確保していく必要が

ある。 

・アニメ上映会のイベント

を実施し、更なる図書室利

用者拡大を狙ったが、イベ

ント内容の精査や告知方

法の改善など、工夫の余地

が残る。 

 

・定期訪問時の研究授業

や研究協議への参加率

100％ 

・全教員がアクティブラ

ーニングを意識した授

業を管理職の授業観察

時に実践（実施率 100％） 

 

 

・公開授業への参加回数

平均３回以上 

 

・測定ツールで把握した

学力に基づき、授業改善

に取り組んだ教員 80％

以上 

・参加率 100%であった 

（出張を除く） 

 

・実施率 100％には至ってい

ないが、アクティブラーニ

ングを意識した授業実践は

着実に増加傾向にある 

 

 

・全授業を公開授業として

位置づけたが、参加状況は

十分でなかった 

・測定ツールを活用した授

業改善については、教科に

よるばらつきが見られた 

Ｂ 

・研修の意義について、教

職員間で共通理解を深め

ていく必要がある。 

・特に公開授業について

は、推奨期間を明確に設定

し、授業の着眼ポイントな

どを事前に授業担当者が

示す形態で、次年度は実施

していきたい。 

・授業改善として、授業時

の端末活用を積極的に進

めていきたい。 

・当該教科には、測定ツー

ルを活用した授業改善を

年間指導計画に位置付け

る。 

 

・年２回の授業アンケー

トを実施し活用する。

（継続） 

 

・年２回のアンケート実施

及び取りまとめを行った 
Ａ 

・次年度も継続実施する。 

・全科目で評価方法の点

検を行い、シラバスに反

映させる。 

（実施率 100％） 

 

 

・全教科でシラバスの点検

を行った 

Ａ 

・生徒が確認しやすいよう

に年次別フォルダを作成

する。 
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エ 

新学習指導要

領への移行を

踏まえ、新し

い教育課程の

検討を軸にし

たカリキュラ

ムマネジメン

トの推進を図

る。 

 

・探究活動、ＩＣＴ活用

のための校内研修の実

施と外部研修への積極

的な参加 

・校内研修の教職員満足

度 70％以上 

 

 

・教育課程の点検、検討

を進める。（社会に開か

れた教育課程を意識） 

・ESD（持続可能な開発

のための教育）の理解推

進 

 

・研修は予定通り実施し、

ほぼ全員が参加した 

 

 

・「有意義だった」と回答し

た職員が 100％であった 

(ＩＣＴ活用の校内研修ア

ンケート) 

・今年度入学生から７系列

を５系列に減らした教育課

程に変更をした 

・１年次「産業社会と人間」

の授業において、SDGｓにつ

いて取り扱った 

Ａ 

・探究活動のカリキュラム

は、次年度が完成年度とな

る「遠高プロジェクト」を

中心に探究活動の活性化

を図っていく。 

ＩＣＴを活用した学習

形態は常に新しくなるた

め、今後も継続的に研修の

機会を設けていく必要が

ある。 

 

オ 

双方向の積極

的な地域連携

と外部発信に

より、社会に

開かれ、地域

に愛される学

校づくりを推

進する。 

 

・キャリア教育に限ら

ず、生徒自身が地域に出

て行く機会を増やす。 

 

 

・各部活動による年１回

以上のボランティア活

動の実施 

 

 

 

 

 

 

・系列や専門分野での外

部人材の活用推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運動部４部活が実施 

（野球、陸上、テニス、弓

道） 

文化部９部活が実施 

（吹奏楽、美術、書道、地

域家庭、茶道、科学、写真、

食品園芸、メカトロ） 

 

≪国語,数学,英語,工業≫ 

地域連携や外部人材の活

用の機会が十分に確保でき

ていない 

≪地歴公民≫ 

３年次の選択授業「郷土

研究」では１年を通して地

域のフィールドワークを行

い、慈恩寺の歴史博物館館

長さんや地域のお茶屋さん

と交流し森町に対する知識

や経験を豊かにできた 

≪理科≫ 

２年次「遠高プロジェク

ト」でエネルギー関連会社

や大学教員の協力を得て研

究を行った 

≪保健体育≫ 

体育大会において地域の

保育士・幼児と一緒に競技

に参加した 

 

Ａ 

・学校全体として、外部と

の連携において学年を超

えた縦の繋がりができて

きた。今後も継続してい

く。 

・ボランティア活動は昨年

度より３部活増えた。 

地域から愛される学校

となるよう自発的活動を

促す指導を引き続き行っ

ていく。 

 

 

≪今後の取組として≫ 

・探究活動カリキュラムの

完成年度となる来年度は、

系列の横断的な取り組み

を実施したい。 

・授業作品展や発表の場を

設け、多くの方に見てもら

う機会を用意する。 

・授業内容と関連させ、オ

ンラインで海外の高校生

との交流（台湾を計画）を

実施。 

 

 

今後も外部との連携を

積極的に増やし、地域資源

を効果的に活用ていく。 
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・「学習活動において、

地域との交流が行われ

ている」と答える生徒

70％以上 

 

≪芸術≫ 

森町の伝統工芸、伝統音

楽は、外部講師指導のもと

授業を毎週行った 

≪家庭≫ 

保育実践の授業では、幼

稚園実習を行ったり、園児

を体育大会に招待したりと

交流ができた 

フードデザインの授業で

は、専門学校教員による食

育授業を実施した 

≪農業≫ 

地域が主催するイベント

に運営側として参加した 

農業関係の外部講師を数

多く招くことができた 

≪商業≫ 

銀行職員による金融セミ

ナーを実施し、将来の金融

資産への考えを学ぶことが

できた 

≪福祉養護≫ 

施設実習や福祉用具の講

義、地域の点字サークルの

講師の指導などを取り入れ

授業を行うことができた 

 

・「地域とかかわる機会があ

る」と答えた生徒は 84.0% 

 

・学校ブログの更新、週

１回以上 

・各部活動や系列の活動

状況、学校行事の様子等

を、大会や行事終了後１

週間以内に、ホームペー

ジに掲載 

・「学校ホームページを

見たことがある」と答え

る生徒 70％以上 

 

・ほぼ毎日ブログの更新を

行った 

・ホームページへの学校行

事、部活動の活動状況など

の更新に努めた 

 

 

・「学校ホームページを見

たことがある」と回答した

生徒 54% 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・情報の集約を常時行うこ

とで、新しい内容の迅速な

掲載につながっており、今

後も継続していく。 

 在校生徒のホームペー

ジ閲覧率は低調であるが、

保護者や中学生へは有効

な情報提供のアイテムと

なっており、引き続き活用

を進めていく。 
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カ 

 

 

 

 

 

効率の良い業

務遂行、業務

改善ならびに

行事の点検と

精選を進め、

職員の適正な

ワークライフ

バランスの推

進と安全・安

心な教育環境

の整備に努め

る。 

 

・年３回の防災訓練のう

ち、事前通知なしの訓練

の導入検討 

 

 

 

 

 

・防災に関するアンケー

トの実施、「防災意識の

高まった」と答える生徒

80％以上 

 

・学校警備及び防災計画

の継続的な点検、改善 

 

・防災訓練を年３回実施 

事前告知なしの訓練は３

月 13 日に実施予定 

・自衛隊による防災講話お

よび体験（担架・土嚢）を

実施 

 

 

・防災に関するアンケート

を実施し、90％以上の生徒

が「防災意識が高まった」

と回答 

（第 1、２回：ともに 97％） 

 

 

A 

・防災意識をさらに高める

ような防災訓練等の実施

を検討（自衛隊・消防士・

森町役場・近隣の学校など

外部との連携、授業中の避

難、負傷者の救出、担架や

車椅子による避難、倒壊箇

所を避けた避難経路など） 

・防災に関する体験活動の

充実を図る。（年次ごとの

体験など） 

 

 

・防災計画や危機管理マニ

ュアの継続的な点検や改

善を行う。 

 

・時間外勤務の出勤簿へ

の正確な記入 

 

・１ヶ月あたりの時間外

勤務 45 時間以内、年間

360 時間以内 

・夏季休暇の完全取得 

・【定時退勤日】 

午後４時 40 分退勤励行  

午後６時完全退勤 

【平常勤務日】  

午後７時退勤励行 

午後８時完全退勤 

・部活動ガイドライン履

行達成率 80％ 

・勤務時間入力システムが

定着し、正確な勤務時間の

把握が可能になった 

・12 月末時点での時間外勤

務 45時間超えの回数及び人

数は 127 回・29 人で、昨年

の 135 回・31 人よりやや減

少した。また、80 時間越え

の回数及び人数は、28 回・

８人で、昨年の 48 回・10 人

より減少した 

B 

・働き方改革の浸透により

長時間労働が徐々に改善

されている。一方で、一部

の教員では依然として長

時間勤務が多い状態が続

いている。業務の平準化を

意識し、心身の健康が保持

できる環境を整備するよ

う取り組んでいく。 

・平常勤務日においては、 

午後７時退勤および午後

８時完全退勤を徹底する

ため、午後８時以降に残業

する場合、申請制度を設け

た。導入により、時間管理

の適正化を図っていく。 

・定時退庁日の設定 

（毎週月曜日） 

 

・コンプライアンス研修

毎月１回 

・教職員による 

不祥事、体罰０件 

・毎月の職員会議後に実施 

 

・不祥事０件、体罰０件 

A 

・教育者として、生徒や保

護者・地域からの信頼に応

えられるよう、引き続きコ

ンプライアンス意識を高

め、教育の質を向上させて

いく。 

 

 

 

 

 



様式第３号                                      

・教員と事務職員の連絡

を密にし、計画的な予算

執行の実施。 

 

 

 

・日頃からの清掃、点検、

整備（校舎内外、農場含

む）、危険箇所等の早期

発見と改善に努め、施設

に関する事故０件 

・予算が厳しい中、教員と

事務職員が連絡を密にと

り、予算内で工夫して執行

できた 

 

 

・施設に関する事故０件 

 A 

・今後更に予算が厳しく

なり、要求通りの予算確

保が難しくなることが予

想されるため、予算配分

の工夫や優先順位付けな

どが課題である。 

・経年劣化等により施設

の不具合箇所が徐々に増

えているが、職員や管理

業者と連携し、引き続き

危険個所等の早期発見・

改善に努め、必要に応じ

て速やかに県に要望して

いく。 

 

 


